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南大井３丁目解体工事現場について

区内解体工事現場における工事の施工方法および現場管理について、区民の方々からご心配やご不安の声が区に寄せられたため、下記のとおり報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１.解体現場所在地および解体建築物の概要
(1)所在地　　　品川区南大井３-33-２
(2)構  造      鉄骨造
(3)高　さ　　　18.2m　地上６階
(4)床面積　　　336.75㎡
(5)用　途　　　元ビジネスホテル
２.今までの経緯
R5.9.4　午前　区職員が現場の状況を確認
　　　　　　　解体工事により発生するコンクリートなどの廃材が隣地マンションのフエンスを壊す。廃材が道路にはみ出し、歩道が通行できない状況
同日　 午後　解体工事業者より聞き取り調査
解体工事業者を呼び、解体工事の施工方法、現場の安全管理について確認を行う。聞き取りを行った結果、今後解体工事を継続すると近隣への被害が拡大する可能性があり、現場の安全管理ができないと考えられるため、区から解体工事の一時停止を指示し、解体工事業者は合意した。
　　　　　　　また、区民の方々からご心配やご不安を軽減するため、区ホームペ
ージに「工事の一時停止」を掲載した。
R5.9.5～6　 解体工事業者は、この２日間で現場から廃材の搬出を行うとの話であったが、実行されなかった。
　R5.9.7　　　発注者は事態の打開をはかるべく、解体工事業者の変更を行った。
R5.9.8　　　重機を搬出し、廃材は道路および隣地に行かないように敷地奥に移動させた。
なお、発注者は今後の説明とお詫びを行うため、近隣を回った。
R5.9.9　　　 新解体工事業者が今後の説明のため、近隣に挨拶に回った。
R5.9.11～30　残りの廃材を撤去する。
R5.9.15～30　現在の仮囲いの撤去および、より強固なものを設置する。
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品川区立区民住宅ファミーユ大井の滞納使用料等の強制徴収に係る

債務の不存在を確認する訴えの提起について



品川区が、区民住宅ファミーユ大井703号室の元居住者の滞納使用料等を徴収するため、不動産強制競売を申し立てた土地について、根抵当権が設定されていたが、その根抵当権の被担保債権が架空の可能性が極めて高いと考えられることから、被担保債権が存在しないことを確認するために、訴えの提起を行うものである。

本件は、地方自治法第179条第1項の規定により、平成30年6月1日に専決処分をしたため、同条第3項の規定により、報告し、承認を求めるものである。



訴えの提起の概要

請求内容

・事件名：債務不存在確認請求事件（東京地方裁判所平成３０年（ワ）第１７７６９号）

・訴訟の目的の価額：6,000万円

・原告：品川区

・被告：中川慎也（根抵当権の権利者）

有限会社アグレッシブ（取締役渡辺孝文、根抵当権の債務者）

・請求の趣旨

被告中川慎也と被告有限会社アグレッシブとの間には、以下の金銭消費貸借契約が存在しないことを確認する。

1 平成25年11月27日	金銭消費貸借	元金額1,500万円

2 平成25年12月27日	金銭消費貸借	元金額2,500万円

3 平成26年 1月31日	金銭消費貸借	元金額2,000万円



これまでの経緯

平成30年 2月15日：品川区より、東京地方裁判所へ不動産強制競売の申し立て

3月13日：東京地方裁判所より、強制競売開始決定の通知

4月13日：被告中川慎也より、東京地方裁判所へ債権届出書の提出

5月11日：東京地方裁判所より、品川区に優先する債権があるとの通知

5月17日：品川区より、東京地方裁判所へ剰余の生ずる見込みのある

届出の提出                    →強制競売の手続が留保





根抵当権の被担保債権が架空の可能性があると考えられる根拠

· 有限会社アグレッシブは確定申告書が提出されていないなど、実態が不明な会社である。

· 本件の被担保債権は、中川慎也から渡辺孝文が一人取締役の会社である有限会社アグレッシブへの貸付金であるが、約2か月のうちに、実態が不明な会社に対して現金6,000万円が貸し付けられており、社会通念上ありえない。

· [bookmark: _GoBack]中川慎也は、渡辺孝文が居住していた区民住宅ファミーユ大井703号室で起こった漏水事件において、架空と認定された収入についての証拠の作出に協力している。



今後の予定

今後、本件についての判決が出され、債務の不存在が確認された場合、強制競売手続きが再開される見込み。
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